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医薬情報担当者とは、医薬品の適正な使用に資するために、医療関係者を訪問すること等により安全管理情
報を収集し、提供することを主な業務として行う者をいう。

「医薬品等の製造販売後安全管理の基準に関する省令」
（厚生労働省令第135号）より

MR

Dr

患者さん

MR：Medical Representative 医薬情報担当者





「製薬協コード・オブ・プラクティス」より
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薬事法（現：医薬品医療機器法）
(特定疾病用の医薬品及び再生医療等製品の広告の制限)

第六十七条 政令で定めるがんその他の特殊疾病に使用されることが目的とされている医薬品又は再生医療等製品で

あつて、医師又は歯科医師の指導の下に使用されるのでなければ危害を生ずるおそれが特に大きいも
のについては、厚生労働省令で、医薬品又は再生医療等製品を指定し、その医薬品又は再生医療等
製品に関する広告につき、医薬関係者以外の一般人を対象とする広告方法を制限する等、当該医薬品
又は再生医療等製品の適正な使用の確保のために必要な措置を定めることができる。

CMも疾患啓発や会社名の提示のみで、製品名はNG



【講演会の無い日】

7:30 家出発
↓
8:00～9:30 担当エリアの代理店へ
↓
帰社（時にはそのままエリアに残ることも）
↓
12:00～13:30 開業医回り
↓
15:00～病院回り
↓
19:00～帰社（家に直帰もしばしば）
↓
21:00 帰宅

【講演会の有る日】

7:30 家出発
↓
8:00～9:30 担当エリアの代理店へ
↓
帰社（時にはそのままエリアに残ることも）
↓
12:00～13:30 開業医回り
↓
15:00～病院回り
↓
18:00 講演会会場
↓
19:00 講演会開始
↓
21:00 講演会終了
↓
22:00 帰宅



• 医薬品メーカーの営業マン ➡ 売上・利益を稼ぐ（ここは他業界と共通）

他業界の営業と何が違う？

• 価格に関与できない
• 生命に直接関係するものを扱う（倫理観が必要）

製薬会社 卸 病院・薬局 患者さん

販売
（仕切り価格）

販売
（納入価格） 治療・処方等

薬価として、
国が価格を決める



製品の価値を高める・MR知識の向上させるための措置



医療関連事業製品

抗精神病薬
エビリファイ
約60カ国・地域で販売

抗精神病薬
エビリファイ持続性水懸筋注用
日米欧など30カ国以上で販売

中枢神経

抗てんかん剤
イーケプラ
小児から成人まで使用

経皮吸収型
ドパミンアゴニスト剤
ニュープロ パッチ
ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病治療薬

がん 眼科 診断

V2-受容体拮抗剤・水利尿剤
サムスカ
体液貯留、低Na血症治療

抗血小板剤
プレタール
日本ではOD錠を販売

胃炎・胃潰瘍治療剤
ムコスタ
10カ国以上で販売

造血幹細胞移植前治療薬
ブスルフェクス
全身放射線照射に
代わる処置薬

ドライアイ治療剤
ムコスタ点眼液
目の粘膜修復作用と
ムチン産生促進を
併せ持つ

ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰ・ﾋﾟﾛﾘ
感染診断用剤
ユービット
呼気の検査により
簡便に感染診断

情動調節障害(PBA)
治療薬 ニューデクスタ
世界で唯一のPBA
治療薬、米国で販売

V2-受容体拮抗剤・ADPKD治療剤
サムスカ/JINARC
世界初のADPKD治療剤

感染症

多剤耐性肺結核治療薬
デルティバ
2014年欧州、日本で発売
世界保健機構（WHO）の
必須医薬品リストに掲載

ｶﾘｳﾑｲｵﾝ競合型ｱｼｯﾄﾞﾌﾞﾛｯｶｰ
-ﾌﾟﾛﾄﾝﾎﾟﾝﾌﾟｲﾝﾋﾋﾞﾀ- タケキャブ
武田薬品と共同販促

抗精神病薬
レキサルティ
2015年米国発売
2017年カナダ発売

緑内障・高眼圧症治療剤
ミケルナ配合点眼液
2つの有効成分を配合
千寿製薬と共同販促

白血病治療薬
アイクルシグ
2016年日本発売

循環器・腎、消化器 他

大塚製薬のMR領域は、全5領域

精神科担当 ジェネラル担当

オンコロジー担当 眼科・皮膚科担当



企業側 病院側 MR側

メリット • 注力する製品が明確化さ
れる。

• MRの実績評価がわかり易
くなる。

• 事業部門の競争が激化し、
実績upに繋がる。

• MRの知識レベルが向上し、担当領域
に関して専門的な話が出来る。

• 領域に特化した製品を扱うので必要に
応じて現担当領域に関して深い情報を
得る事が出来る。

• 適性使用が促進される。
• 患者数が多い疾患に対して有効な新薬

（CNS、代謝、抗がん剤など）の開発
が進む。

• 専門領域に特化した知
識が得られる。

• 専門領域の製品や診療
科だけの活動になるの
で仕事に集中できる。

• 知識レベルで専門性の
高い抗がん剤専門MR
などは、転職市場で市
場価値が高くなる。

デメリット • 領域事業部制をとる為に
横の連携（領域事業部同
志の連携）が悪くなる。

• エリアに複数のMRを配置
する事になり、効率が悪く
なる

• 生産性が悪くなる。

• MRが複数になるので、病院窓口がわ
からなくなるケースがある。

• 担当領域以外の医薬品についての問い
合わせには答えられない。

• 専門領域以外の問い合
わせには即答できない場
合が出てくる。

• 限られた領域だけの知
識が深くなるので、異な
る領域への転職が難しく
なる。







ミクスonline 2016/10/13





ミクスonline 2017/07/11











心不全再入院を減らす試み
～エリアでの心不全連携を強める～



←心不全専門のDr

←エリアの心不全診療中核病院
から再入院に関する現状をお話
頂く

←エリアの開業Dr
地域連携の中心

心不全再入院を減らす試み
～エリアでの心不全連携を強める～




